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学生座談会〈外大生の文学論〉
多文化の海をおよぐ
東京国際文芸フェスティバル 2016　オリジナルイベント開催
　2016 年 2 月 27 日に東京外国語大学のアゴラグローバルにて
「多文化の海をおよぐ」が開催されました。「多文化の海をおよ
ぐ」とは、文学好きのための新しい交流の場であり、「読書会」
と「講演会」の中間を目指すものです。友達どうしでおこなう
ために親密である一方で閉鎖的な集まりである読書会と、作家
に会える貴重な機会である一方で作家から読者への一方的な対
話に陥りがちな講演会のあいだに、読者どうしの気軽で楽しい
交流の場をつくろうと考えました。「あ、文学をみんなで読む
って楽しいことなんだ！」という気づきを、参加者誰もが心の
中のどこかに持てるイベントを目指しました。
　第 1部「テーブルトークセッション」では、参加者それぞれが持参した「人にすす
めたい本」を紹介するなどして交流を深めました。第 2部「主催学生によるパネルデ
ィスカッション」では、イベントを主催する学生が「世界文学の現在、未来」について
話し合いました。第 3部「懇親会」では、席を離れて参加者が自由に歩き回り、多く
の人と交流しました。それぞれのあいだに中国語、ベラルーシ語、ロシア語、ペルシア
語、ポーランド語による詩の朗読がおこなわ
れました。会場は文学について語る参加者の
熱気に、そして、本が好きな参加者どうしが
交流することで生まれた独特な優しい雰囲気
に包まれました。
　文学をめぐる状況は厳しさを増していますが、だからこそ「多文化の海をおよぐ」の
ような文学を読む人が集う場の存在意義はあると感じています。難破者の避難所のよう
なものかもしれませんが、それでもいいのです。こうした場に見知らぬ人たちが新しい
出会いを求めてたくさん集まってくれる、その事実こそが文学への強力な援護射撃とな
るのですから。
私たちは、「多文化の海をおよぐ」の試みを
継続させていただきたいと考えています。そ
こで、次回のイベントの協力者を探していま
す。興味のある方は以下のアドレスまでご連
絡ください。polylit2016@gmail.com
☜テ ブールトー クセッション
みなさん自分の好きな本に
ついて熱く語っていました
パネルディスカッション☞
脱線しながらもおもしろい
話がたくさん出ました
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